
議会だより議会だより
しちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはましちがはま

未来へ育て！希望の樹
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ウィズコロナとは

　さくら児童クラブにおいて、三密を防ぐため学校
図工室を利用するにあたり、エアコンを設置し環境
を整えます。

　令和４年４月分の児童手当支給対象児童を監護
する保護者のうち、低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯支援特別給付金の対象者への上乗せ
拡大を図り、児童手当受給者に対し、特別支援金を
支給するものです。

３歳未満　　　　　30,000円
３歳から未就学児　15,000円
小中学生　　　　　10,000円

３歳未満　　　　　30,000円
３歳から未就学児　15,000円
小中学生　　　　　10,000円

３歳未満　　　　　30,000円
３歳から未就学児　15,000円
小中学生　　　　　10,000円

　外出自粛の影響を受け運動不足になっている子
どもたちの運動機会の確保を図り、感染症に負けな
い健康な心と体を作るため、復興事業で整備した
多目的広場に遊具を設置します。

　外出自粛の影響を受け運動不足になっている子
どもたちの運動機会の確保を図り、感染症に負けな
い健康な心と体を作るため、整備に要する資材の
運搬などを委託します。

　感染拡大に伴う燃油価格高騰により、経営がひっ
迫する町内運送事業者などに事業用燃油代の一部
を支援金として支給するものです。

　コロナ禍における原油価格・物価高騰により、こ
れまで通りの栄養バランスや量を保った学校給食
が実施されるよう、給食食材値上げ分の食材費を
負担します。

　地域活性化と生活者支援を目的に、10割増商
品券の発行事業を行う多賀城・七ヶ浜商工会へ補
助金を交付するものです。

感染対策を適切に
取り入れた、新しい
生活様式のことです。

　災害時に設置する避難所
において、新型コロナ拡大
防止に配慮した運営を計画
し、トイレセット等を購入し
備蓄します。

　さくら児童クラブにおいて、三密を防ぐため学校
図工室を利用するにあたり、エアコンを設置し環境
を整えます。

　令和４年４月分の児童手当支給対象児童を監護
する保護者のうち、低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯支援特別給付金の対象者への上乗せ
拡大を図り、児童手当受給者に対し、特別支援金を
支給するものです。

３歳未満　　　　　30,000円
３歳から未就学児　15,000円
小中学生　　　　　10,000円

　外出自粛の影響を受け運動不足になっている子
どもたちの運動機会の確保を図り、感染症に負けな
い健康な心と体を作るため、復興事業で整備した
多目的広場に遊具を設置します。

　外出自粛の影響を受け運動不足になっている子
どもたちの運動機会の確保を図り、感染症に負けな
い健康な心と体を作るため、整備に要する資材の
運搬などを委託します。

　感染拡大に伴う燃油価格高騰により、経営がひっ
迫する町内運送事業者などに事業用燃油代の一部
を支援金として支給するものです。

　コロナ禍における原油価格・物価高騰により、こ
れまで通りの栄養バランスや量を保った学校給食
が実施されるよう、給食食材値上げ分の食材費を
負担します。

　地域活性化と生活者支援を目的に、10割増商
品券の発行事業を行う多賀城・七ヶ浜商工会へ補
助金を交付するものです。

感染対策を適切に
取り入れた、新しい
生活様式のことです。

　災害時に設置する避難所
において、新型コロナ拡大
防止に配慮した運営を計画
し、トイレセット等を購入し
備蓄します。

きれいな広場になるのが楽しみ なくてはならないガソリン みんな大好きカレーライス

とても助かる10割増商品券

災害時でも安心なトイレを
夏の暑い日も快適に

新しい遊具が増えます

町学校給食インスタグラム
（@shichigahama_kyusyoku)
町学校給食インスタグラム
（@shichigahama_kyusyoku)

特　　集　－議題の核心に迫る－

③ しちがはま議会だより　第152号　令和4年8月1日発行 しちがはま議会だより　第152号　令和4年8月1日発行 ②

　令和４年定例会６月会議を６月１日から２日までの会期で開催しました。
　令和４年度補正予算など２件を審議し、いずれも原案のとおり可決しました。
　一般質問は７人の議員が、それぞれ町の対応や考えを問いただしました。

災害避難所感染症対策環境整備事業
　　　　　　　　　　　　　    1296万円

公共施設等感染拡大防止及び
衛生確保事業　　     　55万円

学校給食食材費高騰対応事業
　　　　　　　　　　　　　  459万円

多賀城・七ヶ浜共通「割増商品券」
発行事業　　         3785万円

子育て世帯臨時特別支援事業
（単独事業）　　　　　2621万円

原油価格高騰に係る運送事業者等
支援金支給事業　　　　　1512万円第２スポーツ広場環境整備事業

　　　　　　　　    　　　　400万円
長須賀多目的広場環境整備事業
　　　　　　　　　　　   3390万円

ウィズコロナ下での社会的環境の整備を コロナ禍の原油価格・物価高騰に対応

文化・スポーツ生活など新たな発信を

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費

６２０６万円の交付金を活用した支援事業の一部をご紹介します。

（P4）（P4）

（P4）

ウィズコロナ   町の対策は６月
会議



ますます楽しくなるながすか多目的広場

訂 

正

新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金へ追加
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金へ追加
子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金
（非課税世帯等特別給付金)
東日本大震災復興基金繰入金へ追加
（長須賀多目的広場環境整備事業へ充当）

１８２２万円
１億　４４０万円
６６００万円

１５００万円

補 正 額

歳
　
　
入

歳
　
　
出

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業費
新型コロナウイルス感染症対策事業費
（４回目ワクチン接種関連事業）
新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業費

１億１６４７万円
６６００万円
７４６４万円

５２９７万円

一　　般　　会　　計

お 正も な 補 算予

補正
予算
６月会議

議
員
提
出
議
案

質
　
疑

質
　
疑

10割増商品券を発行へ
　令和４年度一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出にそれぞれ３億
４０１３万円を追加し、総額７９億３３８５万円としました。主なもの
は、新型コロナウイルス対策費や住民税非課税世帯等への交付金です。
本議案は原案のとおり可決しました。

　４月会議を４月28日に開催し、一般会計補正
予算（第１号）を含めた議案３件と議員提出議
案などを審議しました。
　一般会計補正予算は、アクアリーナの安全性
や議会への説明不足などの意見があり、反対多
数で否決となりました。

問問 答

答問

問

答

答 問答
討
　
論

地
震
に
よ
る
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の

災
害
復
旧
工
事
等
を
審
議

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
費

（
４
０
３
万
円
）

　
　

今
後
、感
染
拡
大
し
た

　
　
場
合
は
接
種
が
前
倒
し

に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。電
算
処
理
の
中
で
臨
機

応
変
に
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
課
長　
本
日
、

　
　
国
か
ら
市
町
村
向
け
の

説
明
が
あ
る
。そ
の
中
で
は
っ

き
り
と
し
て
く
る
と
思
う
。

　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
施
設
お
よ

び
七
ヶ
浜
中
学
校
の
体
育
館

は
原
状
復
旧
の
み
と
考
え
ら

れ
る
説
明
で
あ
っ
た
。ま
た
、

災
害
時
の
避
難
所
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
両
施
設
に
お
い

て
は
、安
全
対
策
や
リ
ス
ク

管
理
に
関
す
る
考
え
方
が
不

十
分
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
た
め
反
対
す
る
。

割
増
商
品
券
発
行
事
業
補

助
金（
３
７
２
０
万
円
）

　
　
商
品
券
の
発
行
事
業
を

　
　

行
う
多
賀
城・七
ヶ
浜

商
工
会
へ
の
補
助
金
と
の
こ

と
だ
が
、事
業
内
容
や
経
済

効
果
の
見
込
み
は
。

　
　
産
業
課
長　
発
行
部
数

　
　

は
、多
賀
城
市
と
本
町

を
合
わ
せ
て
３
万
６
５
０
０

セ
ッ
ト
を
計
画
し
て
お
り
、額

面
は
１
０
０
０
０
円（
５
０
０

円
券
20
枚
つ
づ
り
）で
販
売

価
格
は
５
０
０
０
円
の
10
割

増
商
品
券
で
あ
る
。

　

ま
た
、７
月
中
旬
頃
の
販

売
で
８
月
初
旬
か
ら
来
年
１

月
中
の
使
用
期
間
を
予
定
し

て
い
る
。

　

前
回
は
１
５
４
店
舗
の
う

ち
本
町
が
39
店
舗
で
あ
っ
た
。

基
本
的
に
は
商
工
会
へ
加
入

の
店
舗
だ
が
、今
回
は
加
盟

し
て
い
な
い
店
舗
に
も
ご
案

内
を
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

く
予
定
と
し
て
い
る
。

　

全
セ
ッ
ト
販
売
し
使
用
さ

れ
る
と
、３
億
６
０
０
０
万

円
で
あ
る
の
で
、で
き
れ
ば

全
部
販
売
し
た
い
。過
去
の

割
増
商
品
券
の
実
績
を
見
る

と
約
２
割
が
本
町
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。新
た
な
店
舗
や

魅
力
あ
る
も
の
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、９
０
０
０

万
円
か
ら
１
億
円
の
経
済
効

果
を
見
込
ん
で
い
る
。

災
害
避
難
所
用
消
耗
品
代

（
１
２
９
６
万
円
）

　
　

ト
イ
レ
セ
ッ
ト
お
よ
び

　
　
車
避
難
者
用
備
品
を
購

入
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、内

容
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
テ
ン

　
　

ト
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
便
器
、マ
ッ
ト
レ
ス
が
ワ
ン

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
を
70
セ

ッ
ト
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、車
中
避
難
さ
れ
た
場

所
に
持
っ
て
い
く
形
を
考
え

て
お
り
、衛
生
面
に
も
配
慮

し
排
せ
つ
物
は
凝
固
剤
で
固

め
袋
に
密
閉
す
る
形
で
燃
え

る
ゴ
ミ
に
出
せ
る
。

長
須
賀
多
目
的
広
場
環
境

整
備
事
業

（
３
３
９
０
万
円
）

　
　
新
た
に
遊
具
を
設
置
す

　
　

る
と
の
こ
と
だ
が
、内

容
や
、年
齢
制
限
な
ど
は
。

　
　
建
設
課
長　
ネ
ッ
ト
型

　
　

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、ロ
ー
プ
ス
ラ

イ
ダ
ー
、ブ
ラ
ン
コ
を
購
入
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

安
全
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
砂
を

遊
具
の
下
に
敷
き
、年
齢
制

限
が
わ
か
り
や
す
い
看
板
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

令
和
4
年
度
の一
般
会
計

補
正
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
5
億
9
4
0
2
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
75
億

9
4
0
2
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

文
教
施
設
災
害
復
旧
費

（
５
億
４
４
７
２
万
円
）

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
天
井

　
　
部
分
は
ガ
ラ
ス
の
飛
散

防
止
シ
ー
ト
を
貼
れ
ば
飛
散

は
し
な
い
と
い
う
説
明
だ
っ

た
が
、そ
れ
で
万
全
で
あ
る

と
い
う
判
断
な
の
か
。今
後

再
度
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、さ
ら
に
5
億
円
を
か
け

て
修
復
し
て
行
く
と
い
う
考

え
な
の
か
。ま
た
、設
計
や
施

工
者
な
ど
と
の
協
議
は
ど
の

よ
う
な
話
を
し
た
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長

　
　
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
シ

ー
ト
の
ほ
か
、サ
ッ
シ
枠
は
ス

ラ
イ
ド
す
る
カ
バ
ー
工
法
で

揺
れ
に
従
順
し
ガ
ラ
ス
割
れ

を
防
止
す
る
対
応
を
取
り
、

安
全
面
を
確
保
し
た
施
工
を

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

安
全
対
策
が
第一で
あ

　
　

る
。よ
り
安
全
に
す
る

た
め
、抜
本
的
な
見
直
し
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
副
町
長　
耐
力
度
の
強

　
　
化
は
今
後
考
え
て
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。基
金

を
駆
使
し
な
が
ら
体
育
館
な

ど
を
避
難
所
と
し
て
、
で
き

る
だ
け
十
分
に
活
用
で
き
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。複

数
の
専
門
家
に
意
見
を
伺
い

な
が
ら
設
計
に
あ
た
り
た
い
。

　
今
回
の
災
害
復
旧
費
は
原

状
の
復
旧
に
対
す
る
国
や
県

の
補
助
で
あ
る
。ま
た
、安
全

に
も
配
慮
し
、一日
も
早
く
予

算
を
執
行
し
て
も
ら
う
こ
と

が
町
民
の
た
め
に
は
第
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　
施
設
災
害
工
事
に
伴
う
現

場
状
況
お
よ
び
補
正
計
上
に

お
い
て
、事
前
に
十
分
な
説

明
が
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た
、

当
日
の
説
明
に
な
っ
た
こ
と

は
当
局
の
議
会
軽
視
と
も
い

え
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

全
員
協
議
会
の
説
明
で
、

専
門
家
と
協
議
し
な
が
ら
、

今
後
も
議
会
に
説
明
を
し
て

行
き
た
い
と
い
う
回
答
が
あ

っ
た
。ま
た
、当
局
は
国
に
対

し
て
の
働
き
か
け
や
安
全
性

の
明
確
な
説
明
を
議
会
に
行

っ
た
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果

反
対
多
数
で
否
決

国
際
法
に
反
す
る
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

提
案
理
由

　
国
際
経
済
に
お
い
て
、ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
の
影
響
を
受
け
、物
資

が
高
騰
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
の
生

活
や
経
済
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
な
か
で
こ
う
し
た
事
態

は
、国
民
の
暮
ら
し
を
直
撃

し
経
済
的
に
破
綻
し
か
ね
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
世
界
平
和
の
実
現
や
物
資

の
安
定
的
な
供
給
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
、経
済
制

裁
等
に
取
り
組
む
よ
う
国
に

対
し
要
望
す
る
た
め
、意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

全
会一致
で
可
決

提
出
先

衆
議
院
議
長　
　

参
議
院
議
長　
　

内
閣
総
理
大
臣　

外
務
大
臣　
　
　

経
済
産
業
大
臣　

４
月
27
日
発
行
の
し
ち
が
は
ま
議
会
だ
よ
り
第
151
号

14
ペ
ー
ジ「
３
月
第
２
回
会
議
」に
つ
い
て
の
記
事
で
、

「
被
災
協
議
」と
あ
る
の
は
、正
し
く
は「
起
債
協
議
」

の
誤
り
で
し
た
。訂
正
い
た
し
ま
す
。

しちがはま議会だより　第120号　平成26年7月15日発行 ⑥

こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－こんなことが決まりました－補正予算の議案審議－

⑤ しちがはま議会だより　第152号　令和4年8月1日発行 しちがはま議会だより　第152号　令和4年8月1日発行 ④

反
対
反
対

仁
田　
秀
和

賛
成
賛
成

遠
藤　
久
和

賛
成
賛
成

佐
藤　
梶
信

反
対
反
対

歌
川　
渡

会議
４月



一般会計補正予算を再議
　　アクアリーナの安全を

４月会議　提出議案採決結果一覧（４/２８）

アクアリーナの被害状況を視察

ぼっけのボーちゃん

○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

　
　

歌
川　
　

渡

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

佐
藤　

梶
信

掲　載
ページ議　 案 　名

ー５ ○○ ● ●●○● ●● ● ○５ ７ ○否決令和４年度一般会計補正予算（第１号）

佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

渡
邉　
　

淳

遠
藤　

久
和

岡
﨑　

正
憲

　

５
月
28
日
に
開
か
れ
た
５
月
会
議
で
は
、令
和
４
年
４
月
28
日

に
再
開
さ
れ
た
４
月
会
議
で
否
決
と
な
っ
た
令
和
４
年
度
一
般

会
計
予
算（
第
１
号
）が
再
議
に
付
さ
れ
た
た
め
審
議
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

賛
成
賛
成

渡
邉　
淳

反
対
反
対

遠
藤　
久
和

５月
会議

賛否が分かれた案件は採決一覧表に、全
会一致の案件は名称のみ掲載しています。
なお、議案名は略して記載しています。

●全会一致の議案等

●全会一致の議案

●賛否が分かれた議案

５月会議　提出議案採決結果一覧　（５/２８）

６月会議　提出議案採決結果一覧　（６/１～２）
○賛成　　●反対　　議長（岡﨑正憲）は採決に加わらない。

　
　

歌
川　
　

渡

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

佐
藤　

梶
信

掲　載
ページ議　 案 　名

ー●６ ○ ● ● ○ ○○８ ４ ○ ○ ● ○○可決令和４年度一般会計補正予算（第１号）に
対する付帯決議

佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

渡
邉　
　

淳

遠
藤　

久
和

岡
﨑　

正
憲

●賛否が分かれた議案

●全会一致の議案

一般会計補正予算を再議
アクアリーナの安全を

討
　
論

4月28日　定例会４月会議
一般会計補正予算（第１号）を反対多数で否決し
ました。

5月28日　定例会５月会議
災害対策費や感染症予防費を否決したため、町長
は理由を付した上で、再議にかけました。
４月会議で一度否決しているので、その否決した
結果に対し、採決を行いました。　

　　　　　　　議決のやり直し！
引き続き５月会議で、一般会計補正予算（第１号）を
審議しました。歳入歳出それぞれ5億9372万円を追
加し、総額75億9372万円とするものです。

付帯決議を提出し、賛成多数で可決しました。

賛成なく全会一致で否決

反対なく全会一致で可決

ここでもう一度
　審議するんだね。

　
再
議
と
は

議
会
の
議
決
な
ど
に
異
議
が
あ

る
場
合
、首
長
が
議
会
に
対
し
て

審
議
と
議
決
の
や
り
直
し
を
求

め
る
も
の
で
、再
議
は
、議
決
に

対
す
る
首
長
の
拒
否
権
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
付
帯
決
議
と
は

議
決
さ
れ
た
法
案
や
予
算

に
付
さ
れ
る
、施
行
に
つ

い
て
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
表
明
す
る
決
議
。法
的

拘
束
力
は
有
し
ま
せ
ん
。

議
案
第
30
号
令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）に
対
す
る
付
帯
決
議

　
　
提
案
者　
仁
田　
秀
和

　
　
賛
成
者　
渡
邉　
淳

１　

公
共
施
設
の
耐
震
基
準

と
比
較
し
、ど
の
よ
う
な
設
計

条
件
に
て
発
注
し
た
か
、 

ま
た
、

完
了
後
の
差
異
が
生
じ
た
場

合
は
速
や
か
に
検
証
し
結
果

を
議
会
に
説
明
す
る
こ
と
。

２　

公
共
施
設
の
安
全
性
確

保
の
た
め
に
、高
度
な
専
門
性

を
持
つ
公
的
な
第
三
者
機
関

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、安
全

性
の
数
値
根
拠
を
議
会
に
示

せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

３　
今
後
、建
築
物
の
計
画
設

計
を
行
う
際
な
ど
重
要
な
案

件
は
、事
前
に
議
会
と
の
意
思

疎
通
を
図
る
た
め
に
十
分
な

説
明
を
行
い
、相
互
理
解
を
深

め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　　

全
員
協
議
会
で
当
局
よ
り

「
こ
れ
か
ら
は
、し
っ
か
り
説
明

に
時
間
を
取
る
」ま
た「
必
要

な
書
類
な
ど
は
用
意
す
る
」と

い
う
確
約
が
あ
っ
た
。新
た
に

付
帯
決
議
と
す
る
必
要
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
考
え
か

ら
反
対
す
る
。

　

議
会
へ
の
説
明
不
足
が
否

め
な
い
。
議
会
の
十
分
な
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
機
会

を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
、
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
公
共
物
の
建
物
は
安
全

性
が
重
視
さ
れ
る
。
公
共
的

な
第
三
者
機
関
に
論
評
を
受

け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
か
ら
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

掲　載
ページ予　算　関　係

〇令和４年度一般会計補正予算（第１号）の再議
○令和４年度一般会計補正予算（第１号）

掲　載
ページ条例改正　・　議員提出議案　

〇東日本大震災における原子力発電所の事故による
　災害被害者に対する国民健康保険税及び介護保
　険料の減免に関する条例の一部改正
〇新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
　少した被保険者等に対する国民健康保険税及び
　介護保険料の減免に関する条例の一部改正
〇（議員提出議案）国際法に反するロシアのウクライナ
　への軍事侵攻に関する意見書

ー

ー

5

６
６

掲　載
ページ補　正　予　算

〇令和４年度一般会計補正予算（第２号）
○令和４年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

４
ー

こんなことが決まりました－５月会議の議案審議－
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子
宮
頸
が
ん
は
、20
歳

　
　
か
ら
30
歳
代
の
女
性
に

多
く
発
症
す
る
が
ん
で
、年

間
約
１
万
１
０
０
０
人
が
罹

患
し
約
２
９
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
は
、副
反
応
に
よ
り
接
種

率
が
激
減
し
た
。厚
労
省
の

専
門
部
会
等
で
有
効
性
や
安

全
性
に
関
す
る
評
価
等
の
議

論
が
継
続
的
に
行
わ
れ「
安

全
性
に
つ
い
て
、特
段
の
懸
念

が
認
め
ら
れ
な
い
」「
接
種
に

よ
る
有
効
性
が
副
反
応
の
リ

ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回
る
」

と
判
断
し
た
。こ
れ
を
受
け

て
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ

た
。そ
の
案
内
方
法
は
。

　
　
町
長　
令
和
４
年
４
月

　
　
１
日
付
け
で
予
診
票
と

国
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
個
別

通
知
し
て
い
る
。勧
奨
差
し

控
え
で
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
は
、４
月
18
日
付
け
で

個
別
通
知
し
て
い
る
。　　

　
　
勧
奨
差
し
控
え
で
機
会

　
　

を
逃
し
た
女
性
は
、希

望
す
れ
ば
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
が
で
き
る
。対
象
人
数
と

３
回
接
種
の
内
、過
去
に
１

回
接
種
済
み
の
方
々
へ
の
考

え
方
は
。ま
た
、住
民
票
は
あ

る
が
仕
事
等
で
本
町
に
い
な

い
方
の
接
種
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　
対
象
人
数
は
５
４
７
人
。

過
去
に
１
回
接
種
済
み
の
方

は
、残
り
２
回
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
接
種
す
る
。対
象

は
４
月
１
日
時
点
で
本
町
の

居
住
者
で
、町
外
居
住
者
は

居
住
地
の
自
治
体
に
申
し
込

み
接
種
と
な
る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、副

　
　
反
応
が
心
配
で
接
種
を

た
め
ら
う
人
が
い
る
。最
終

的
な
判
断
は
本
人
と
そ
の
保

護
者
で
あ
り
、判
断
材
料
の

情
報
が
最
も
大
事
で
あ
る
。

副
反
応
や
接
種
に
関
し
て
正

し
い
情
報
提
供
や
丁
寧
な
相

談
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
町
長　
厚
労
省
配
布
の

　
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、接
種

に
よ
る
リ
ス
ク
や
安
全
性
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
関
す

る
資
料
と
し
て
配
布
し
て
い

る
。ま
た
、子
ど
も
未
来
課
で

は
、保
健
師
が
接
種
に
関
す

る
相
談
を
随
時
受
け
付
け
る

な
ど
、全
て
の
接
種
対
象
者

に
丁
寧
な
情
報
提
供
と
相
談

体
制
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　
保
護
者
が
男
性
の
家
庭

　
　

や
、相
談
し
づ
ら
い
家

庭
環
境
の
対
象
者
に
、相
談

し
や
す
い
体
制
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　
　

　
　
家
庭
の
事
情
ご
と
の
個

別
対
応
は
し
て
い
な
い
。子

ど
も
未
来
課
の
相
談
窓
口
で

本
人
か
ら
の
電
話
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。

　
　
県
は
相
談
窓
口
を
２
カ

　
　

所
開
設
し
、協
力
医
療

機
関
を
東
北
大
学
病
院
と
し

て
い
る
が
、こ
の
内
容
を
情
報

提
供
し
て
い
る
の
か
。

　
　
受
診
で
き
る
医
療
機
関

　
　
の一覧
表
を
出
し
、安
心

材
料
と
し
て
周
知
し
た
い
。

　
　

が
ん
は
、２
人
に
１
人

　
　
が
か
か
る
病
気
と
な
り
、

治
療
法
も
大
き
く
進
歩
し
て

い
る
。多
く
の
が
ん
患
者
が

社
会
復
帰
し
、地
域
社
会
で

活
躍
し
て
い
る
。手
術
や
抗

が
ん
剤
治
療
、放
射
線
治
療

等
の
副
作
用
で
、外
見
の
変

化
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

乳
が
ん
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は

女
性
で
、乳
房
摘
出
は
精
神

的
に
も
苦
痛
が
大
き
い
。摘

出
に
よ
る
外
見
の
変
化
で
悩

む
こ
と
も
あ
り
、ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。髪

付
帽
子
や
医
療
用
帽
子
、乳

房
補
正
具
等
の
購
入
助
成
を

実
施
す
る
考
え
は
。

　
　

町
長　

国・県
の
動
向

　
　
や
他
市
町
村
の
実
施
状

況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、助

成
対
象
の
範
囲
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
　

小・中
学
校
の
学
習
指

　
　
導
要
領
に
が
ん
教
育
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。文
科
省

は「
が
ん
教
育
は
健
康
教
育

の一
環
と
し
て
自
他
の
健
康

と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

び
、
共
に
生
き
る
社
会
づ
く

り
に
寄
与
す
る（
一
部
を
抜

粋
）」と
し
て
い
る
。取
り
組

み
の
現
状
は
。

　
　
教
育
長　
中
学
校
で
は

　
　
主
に
３
学
年
の
保
健
体

育
の
授
業
で
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
喫
煙
、飲
酒
の
害
と

健
康
の
学
習
の
中
で
、が
ん

教
育
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

県
内
で
は
、出
前
講
座

　
　

等
を
実
施
し
た
小・中

学
校
が
あ
る
。が
ん
と
向
き

合
っ
て
い
る
方
々
の
話
を
聞

く
こ
と
で
、自
他
の
健
康
と

命
の
大
切
さ
を
学
べ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、実

施
す
る
考
え
は
。

　
　
出
前
講
座
の
必
要
性
や

　
　
学
校
か
ら
の
声
が
あ
れ

ば
、積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

ズバリ

町 

政 

を 

問 

う

町長 リーフレット配布や相談体制の
確保に努める

答

答

問 問

答問

答

答

問

問

問 答答

問 問答

町
長
乳
房
補
正
具
の
購
入
助
成
を

国
や
県
の
動
向
を
見
て
検
討
す
る

子宮頸がんワクチン接種の丁寧な対応を
けい ていねい

熊　谷　明　美
く ま が い あ　け　み

ワクチン接種のメリット・
デメリットを知ろう

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町の考えを聞く 一 般 質 問

り

か
ん

　６月会議の一般質問は、１日と２日に行い、７人が活発な議論を展
開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で9ページから15ページに
掲載しています。なお、タイトルは通告のとおりです。

小林　 倫明　・・・・・・・ 12ページ
○ 町ウェブサイトの情報管理について
○ ＳＮＳの特性に合わせた情報発信を

一 般 質 問 一 覧 表

木村　 　稔　・・・・・・・  11ページ
○ 第一次産業の事業継続の取組みについて
○ 中学校の「きまり・規定」について
○ 本町の職員提案要綱について

佐藤　 梶信　・・・・・・・  10ページ
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本
町
の
中
学
校
で
は
校

　
　

則
で
は
な
く
「
き
ま

り
」や「
規
定
」と
位
置
づ
け

て
い
る
が
、具
体
的
に
校
則

と
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
。

　
　
教
育
長　
公
立
中
学
校

　
　

で
は
、い
ず
れ
も
学
校

内
で
の
ル
ー
ル
と
い
う
こ
と

で
、お
お
む
ね
同
じ
も
の
だ
と

受
け
止
め
て
い
る
。た
だ
し
、

私
立
学
校
や
高
校
、大
学
な

ど
で
は
、そ
の
校
則
に
違
反

し
た
場
合
、停
学
や
退
学
な

ど
の
処
分
の
対
象
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
点
で
は
、学
校

の
校
種
で
違
い
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
各
中
学
校
で「
き
ま
り
」

　
　

や「
規
定
」と
分
か
れ
、

内
容
も
少
し
違
っ
て
い
る
。多

少
の
違
い
は
、各
校
の
特
色
と

し
て
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い

と
考
え
る
が
、あ
ま
り
意
味

の
な
い
禁
止
事
項
等
の
内
容

は
生
徒
の
ス
ト
レ
ス
に
な
り

か
ね
な
い
。見
直
し
て
み
て

は
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

学
校
の
ル
ー
ル
制
定
は

　
　
学
校
運
営
の
責
任
者
で

あ
る
校
長
の
権
限
で
あ
る
。

改
め
て
検
証
を
し
て
い
た
だ

き
、必
要
が
あ
れ
ば
見
直
し

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
指

導
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
変
化
が
著
し
い
現
代
社

　
　
会
の
中
で
学
校
の
校
則

的
な
も
の
に
対
し
て
、そ
の

存
在
意
義
や
あ
り
方
を
教
育

長
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
。

　
　

学
校
の
ル
ー
ル
は
文
部

　
　

科
学
省
で
も「
学
校
が

教
育
目
的
を
実
現
し
て
行
く

過
程
に
お
い
て
、児
童
生
徒

が
順
守
す
べ
き
学
習
上
、生

活
上
の
規
律
と
し
て
定
め
る

も
の
で
あ
る
」と
示
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、私
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
は
、無
秩
序
で
は

な
く
、法
治
国
家
で
も
あ
り
、

一定
の
社
会
的
ル
ー
ル
の
も
と

生
活
を
営
ん
で
い
る
。学
校

に
お
い
て
も
、学
校
の
秩
序

を
維
持
し
、児
童
生
徒
の
安

全
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点

で
も
、社
会
的
ル
ー
ル
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
と
い
う
教
育
的

観
点
や
、学
校
は
児
童
生
徒

に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務
を

負
う
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

人
権
を
侵
害
す
る
以
外
の一

定
の
ル
ー
ル
は
必
要
で
あ
り
、

存
在
意
義
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　

　
　
学
校
給
食
法
の
保
護
者

　
　

負
担
と
は
、設
置
者
と

の
経
費
負
担
割
合
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
、設
置
者
の

判
断
で
負
担
軽
減
す
る
こ
と

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。２

０
１
９
年
10
月
、国
か
ら
通

達
さ
れ
た「
幼
児
教
育・保
育

の
無
償
化
」に
伴
い
、人
口
の

多
い
市
町
村
も
保
育
料
の
負

担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
に
な

り
、財
源
を
確
保
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。そ
し
て
、

そ
の
年
度
を
契
機
に
、必
要

な
施
策
と
し
て
学
校
給
食
の

無
償
化
を
取
り
入
れ
る
か
を

議
論
で
き
る
環
境
と
も
な
っ

た
。そ
こ
で
、給
食
の
無
償
化

に
向
け
必
要
な
本
町
の
財
源

は
、令
和
４
年
度
の
予
算
を

例
に
す
る
と
学
校
給
食
徴
収

金
は
約
６
０
０
０
万
円
と
考

え
ら
れ
る
。子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
給
食
無
償
化
は
、子
育

て
世
帯
の
大
き
な
支
援
に
な

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

      

町
長　
学
校
給
食
費
の  

　
　
無
償
化
を
定
住
化
促
進

対
策
の一
環
と
し
て
提
案
さ

れ
て
い
る
と
推
測
す
る
が
、

定
住
化
や
少
子
化
に
お
け
る

有
効
な
手
段
と
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
と
と
ら
え
て
い
る
。

し
か
し
、今
定
例
会
に

①
国
、県
か
ら
の
補
助
金
や

交
付
金
を
活
用
し
、給
食
費

の
値
上
げ
抑
制
を
図
る
支
援
。

②
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
て
の
子
育
て
支
援
策
と

し
て
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
給
付
。

③
町
独
自
の
支
援
事
業
と
し

て
児
童
手
当
受
給
者
に
対
し

て
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

支
援
金
の
支
給
。

な
ど
の
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。現
段
階
で
は
無
償

化
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　
給
食
無
償
化
を
実
施
し

　
　
て
い
る
自
治
体
の
財
源

確
保
策
の
実
例
で
は
、

①
風
力
発
電
事
業
の
償
却
資

産
で
得
ら
れ
る
固
定
資
産
税

に
よ
る
収
入
。

②
各
種
事
業
の
経
費
を
見
直

し
、無
駄
な
事
業
が
な
い
か

を
点
検
し
て
も
う
一
段
の
効

段
の
効
率
化
を
図
る
。

　
ま
た
、
学
校
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
の
終
了
に
伴
う
財

源
の
確
保
。

③
町
独
自
の
子
育
て
支
援
事

業
で
負
担
し
て
い
た
保
育
料

が
国
の「
幼
児
教
育・保
育
の

無
償
化
」に
よ
り
得
ら
れ
る

財
源
の
確
保
。さ
ら
に
、ふ
る

さ
と
納
税
の
子
育
て
事
業
に

対
す
る
寄
付
金
を
給
食
費
の

無
償
化
に
活
用
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
問
題
は
財
源
で
は
な
い

の
か
。

　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
問
題

　
　

は
財
源
で
あ
る
。国
の

施
策
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、今
後
、各
市
町

村
の
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
そ
れ
で
は
段
階
的
に
無

　
　
償
化
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。子
育
て
世
帯
に
お
け
る

教
育
費
の
負
担
が
大
き
く
な

る
の
は
中
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
か
ら
で
あ
る
。必

要
な
財
源
は
２
６
０
０
万
円

だ
が
、中
学
校
の
給
食
無
償

化
を
何
年
間
か
継
続
す
る
方

針
で
実
施
し
、そ
の
事
業
の

効
果
を
検
証
し
町
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、そ
の
後
、小

学
校
へ
事
業
展
開
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
段
階
的
に
と
い
う
こ
と

　
　

で
あ
る
が
、各
市
町
村

に
よ
っ
て
は
第
三
子
以
降
や
、

食
材
の一部
を
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
で
補
助
す
る
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。そ

の
点
も
含
め
、本
町
と
し
て

ど
う
い
っ
た
対
応
が
で
き
る

の
か
を
、さ
ら
に
探
っ
て
行
き

た
い
。

　
　
教
師
用
の
生
徒
指
導
に

　
　

関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
あ
た
る
生
徒
指
導
提
要
が
、

今
年
の
夏
ご
ろ
、改
訂
さ
れ

る
。今
後
、教
育
委
員
会
で
も

当
然
議
論
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
が
、本
町
の
校
則
の
見

直
し
も
、そ
の
中
で
議
論
さ

れ
る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

　
　
コ
メ
の
生
産
者
は
、
原

　
　
油
高
騰
等
の
影
響
に
よ

り
燃
料
費
を
含
め
た
生
産
コ

ス
ト
の
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
。

早
い
段
階
で
の
意
見
交
換
や

懇
談
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
現
時
点
で
は
原

　
　
油
価
格
高
騰
な
ど
に
よ

る
生
産
コ
ス
ト
高
に
か
か
る

意
見
や
支
援
に
対
し
て
の
要

望
な
ど
は
出
さ
れ
て
な
い
が
、

作
付
け
作
業
に
お
け
る
燃
料

や
肥
料
、農
薬
の
価
格
に
密

接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
米
生
産
者
に
原
油
価

格
高
騰
に
よ
る
経
営
へ
の
影

響
な
ど
意
見
や
要
望
を
伺
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

校
則
に
は
、さ
ま
ざ
ま

　
　
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、校
長
が

中
心
と
な
っ
て
校
則
を
決
め

て
い
く
と
い
う
の
が
順
序
で

あ
る
。

　
　

　
　
漁
業
は
高
止
ま
り
し
て

　
　
い
る
原
油
高
騰
の
影
響

で
昨
年
度
か
ら
コ
ス
ト
吸
収

に
苦
慮
し
て
い
る
。ま
た
、原

油
高
騰
の
影
響
は
コ
メ
の
生

産
者
よ
り
深
刻
で
あ
り
、基

幹
産
業
の
事
業
継
続
に
は
町

を
挙
げ
た
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。漁
業
者
へ
は
再
度
の

支
援・救
済
を
前
提
と
し
た

意
見
交
換
等
の
懇
談
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
引
き
続
き
担
当
課
職
員

　
　
が
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所

に
お
も
む
く
な
ど
、漁
業
者

と
の
意
見
交
換
や
情
報
の
収

集
に
努
め
た
い
。ま
た
、国
や

県
の
支
援
制
度
の
動
向
な
ど

に
も
注
視
し
て
い
く
。

て
い
よ
う

教育長

校則の再度見直しを

制定は校長の権限である

答

問

　答 問

答

答 問

問

問

答答

答

問 答

問

問

答問町
長

 

第
一
次
産
業
従
事
者
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

懇
談
を

意
見
交
換
や
情
報
収
集
に
努
め
た
い

町長

学校給食費の無償化は

現段階では考えていない

おいしい給食「いただきます」

木　村　　稔
みのるき 　む 　ら

佐　藤　梶　信
さ 　と 　う か  じ  の  ぶ

町の考えを聞く 一 般 質 問
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誰
し
も
が
得
手
不
得
手

　
　

が
あ
る
よ
う
に
、こ
れ

を
機
会
に
管
理
専
門
部
門
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

施
設
運
営
に
当
た
っ
て

　
　
３
年
ご
と
に
特
殊
建
築

物
定
期
検
査
報
告
を
受
け
て

い
る
が
施
設
の
外
観
な
ど
の

劣
化
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、専
門
機
関
へ
の
委
託

な
ど
に
よ
る
数
年
ご
と
の
定

期
的
な
施
設
の
劣
化
状
況
調

査
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
防
潮
堤
が
破
壊
さ
れ
ず

　
　
に
海
水
や
泥
が
滞
留
し

た
場
合
の
策
は
。 

　
　
町
長　
強
制
排
水
す
る

　
　
機
材
を
考
え
て
い
く
ほ

か
な
い
。干
潮
時
に
排
水
口

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る

し
か
な
い
。

　
　
三
方
が
海
に
囲
ま
れ
貞

　
　
山
運
河
が
あ
り
４
本
の

橋
で
つ
な
が
れ
た
島
で
あ
る
。

多
賀
城
が
浸
水
し
町
内
に
入

れ
な
い
場
合
の
機
材
調
達
は
。

　
　
町
内
業
者
と
災
害
協
定

　
　
を
結
び
発
電
機
や
ポ
ン

プ
を
応
援
い
た
だ
く
こ
と
は

考
え
て
い
る
。遠
く
か
ら
の

器
材
搬
入
の
対
応
を
今
後
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
水
没
す
る
と
仮
定
さ
れ

　
　
る
菖
蒲
田
浜
町
営
住
宅

か
ら
の
避
難
先
は
。

　
　
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
で

　
　

は
、菖
蒲
田
浜
町
営
住

宅
は
浸
水
に
よ
り
孤
立
す
る

恐
れ
が
あ
る
。避
難
計
画
を

地
区
住
民
と
考
え
て
い
く
。

今
の
と
こ
ろ
よ
り
高
い
松
ケ

浜
小
学
校
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
修
正
案
の
大
津
波
に
よ

　
　
る
他
の
避
難
所
は
安
全

か
、ま
た
避
難
道
の
確
保
は
。

　
　
浸
水
の
可
能
性
が
あ
る

　
　
避
難
所
は
要
害
御
林
地

区
避
難
所
と
菖
蒲
田
地
区
避

難
所
で
あ
る
。避
難
所
ま
で

の
道
路
は
今
後
再
検
討
が
必

要
で
あ
る
。地
区
住
民
と
考

え
な
が
ら
問
題
点
を
洗
い
出

し
て
い
く
。

　
　
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
の
ア
リ

　
　
ー
ナ
部
分
が
３
回
も
の

地
震
で
避
難
所
と
し
て
も
使

え
な
い
。デ
ザ
イ
ン
性
に
こ

だ
わ
る
の
で
は
な
く
、ブ
レ
ス

の
よ
う
な
ヒ
ン
ジ
を
使
っ
た

レ
イ
キ
ン
グ
柱
で
は
な
く
地

盤
か
ら
屋
根
ま
で
柱
を
立
て

頑
丈
に
作
っ
た
方
が
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
避
難
所
と
し
て

　
　
の
対
処
は
す
る
。頑
丈

に
作
る
こ
と
に
は
同
じ
考
え

だ
。計
算
上
は
躯
体
重
量
の

2
割
が
普
通
だ
が
本
施
設
は

3
割
の
負
荷
を
か
け
て
計
算

し
た
結
果
耐
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
　
安
全
対
策
は
町
の
建
物

　
　
の
保
守
管
理
を
町
外
の

発
注
で
は
な
く
、町
内
に
住

む
有
能
な
設
計
者
な
ど
の
専

門
家
や
施
工
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
。 

　
　
１
者
し
か
応
募
が
な
か

　
　
っ
た
。今
後
、検
証
や
専

門
家
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　
　
今
回
の
原
因
は
設
計
屋

　
　

が
デ
ザ
イ
ン
屋
に
な
っ

て
我
を
通
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

ヒ
ン
ジ
ナ
ッ
ト
の
腐
食

　
　
で
ヒ
ン
ジ
が
外
れ
他
の

所
に
影
響
が
出
て
被
災
し
た
。

　
　
建
築
物
の
管
理
部
門
を

　
　
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
専
門
の
方
が
い
れ
ば
教

　
　
え
て
欲
し
い
。

　
　

視
察
の
時
に
ナ
ッ
ト
が

　
　

回
っ
た
。保
守
管
理
が

な
っ
て
い
な
い
。町
に
管
理
部

門
が
無
い
か
ら
お
き
る
。第

三
セ
ク
タ
ー
で
出
来
な
い
か
。

　
　
副
町
長　
専
門
の
職
員

　
　
を
募
集
し
て
い
る
が
応

募
者
は
い
な
い
。定
期
的
な

点
検
業
務
、専
門
の
方
が
い

れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
等
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
町
の
責
任
で

行
い
た
い
。

　
　
旧
課
名
で
の
情
報
が
い

　
　
ま
だ
残
っ
て
い
る
。ま
た
、

以
前
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た

情
報
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
間
違
い
が

確
認
さ
れ
た
。情
報
公
開
後

の
二
重
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と

考
え
る
が
、現
在
の
確
認
体

制
は
。

　
　

町
長　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

掲
載
の
確
認
体
制
は
、

更
新
を
担
当
す
る
課
で
掲
載

前
と
公
開
後
と
、２
回
確
認

を
し
、掲
載
し
て
い
る
。掲
載

後
の
確
認
は
、今
年
１
月
に

関
係
課
に
調
査
を
行
い
、現

在
作
業
中
で
あ
る
。

　
　

町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は

　
　
説
明
書
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。手
続
き
の
窓
口
や

必
要
書
類
の
事
前
確
認
な
ど
、

利
用
者
は
非
常
に
多
い
。 

ま

た
、転
入
者
な
ど
、町
外
の
方

の
ア
ク
セ
ス
も
考
え
ら
れ
る
。 

最
新
情
報
を
正
確
に
発
信
す

る
こ
と
が
最
重
要
と
考
え
る

が
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
完
全
移

行
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
政
策
課
長　
各
課
で
再

　
　

調
査
し
、今
年
中
に
整

理
し
た
い
。

　
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
隅
々

　
　
ま
で
の
更
新
履
歴
が
分

か
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
な

い
か
。

　
　
掲
載
す
る
担
当
課
と
連

　
　

携
を
図
り
、今
後
改
善

し
て
い
く
。

　
　
ち
い
き
本
棚
と
い
う
も

　
　
の
が
あ
る
。二
市
三
町

で
は
、多
賀
城
市
と
利
府
町

が
活
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
点
在
し
て
い
る
、広

報
紙
等
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

を
集
約
、掲
載
し
、町
内
外
に

情
報
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

導
入
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
公
開
ツ
ー
ル
が

　
　

多
く
な
る
と
、情
報
管

理
や
確
認
に
時
間
や
人
手
を

要
す
る
。町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
情
報
を
管
理
し
て
い
く
に

と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
　
ち
い
き
本
棚
は
、
Ｐ
Ｄ

　
　
Ｆ
の
内
容
の
確
認
か
ら

文
字
列
検
索
ま
で
可
能
で
あ

る
。十
分
に
導
入
の
価
値
が

あ
る
。
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
、
こ
の
よ
う
な
機
能
の
導

入
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、

　
　
災
害
情
報
の
み
の
発
信

で
あ
り
、存
在
感
が
感
じ
ら

れ
な
い
。ラ
イ
ン
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
、町
全

般
の
情
報
を
発
信
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長　
文
字
制
限
が
あ

　
　

り
、そ
の
範
囲
内
で
情

報
が
伝
え
き
れ
な
い
こ
と
か

ら
、 

町
全
般
の
情
報
を
発
信

は
考
え
て
い
な
い
。運
用
方

法
等
は
探
っ
て
い
く
。

　
　

　
　

　
　

町
公
式
ラ
イ
ン
で
は
、

　
　
重
要
な
情
報
が
気
象
情

報
に
流
さ
れ
て
い
る
。さ
か

の
ぼ
っ
て
探
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
特
性
を
理
解
し
て
情
報
を

発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　

注
意
報
と
い
っ
た
気
象

　
　
情
報
も
有
用
な
情
報
と

考
え
、気
象
庁
の
発
表
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
動
発
信
し

て
い
る
。情
報
の
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
が
可
能
な
の
で
、今
後

運
用
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
ラ
イ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
の

　
　

リ
ン
ク
先
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
子
育
て
ポ
ー
タ

ル
、
ぐ
る
り
ん
こ
、観
光
情

報
で
あ
る
。町
民
が
利
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
、観
光
情
報

は
必
要
か
。ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
、町
民
に
必
要
な
情
報

に
こ
そ
リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き

で
は
。

　
　
観
光
情
報
の
中
に
は
ア

　
　
ク
ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
や
町

内
イ
ベ
ン
ト
、町
内
の
飲
食
店

の
案
内
な
ど
、 

町
民
向
け
の

情
報
も
多
く
あ
る
た
め
必
要

で
あ
る
。

　
　
政
策
課
長　
文
字
列
検

　
　
索
な
ど
の
利
用
が
し
や

す
い
も
の
に
つ
い
て
は
、今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　
現
在
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

　
　

は
、公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト一覧
と
指

定
緊
急
避
難
所一
覧
だ
け
で

あ
る
。今
後
、町
の
情
報
を
掘

り
起
こ
し
提
供
す
る
デ
ー
タ

を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

　
　
町
長　
担
当
課
と
連
携

　
　
し
、推
奨
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

に
準
拠
し
た
デ
ー
タ
を
公
開

し
て
い
き
た
い
。

町長

滞留した海水の排水方法は

強制排水しかない
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全
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に
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Ｎ
Ｓ
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検
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就
学
援
助
制
度
の
周
知

　
　
の
現
況
は
。毎
年
、全
児

童・生
徒
の
保
護
者
に
文
書

配
布
し
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長　
毎
年
１
月
の

　
　
新
入
学
保
護
者
説
明
会

で
、周
知
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
る
。各
学
校
だ
よ
り
な

ど
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
町
広
報
誌
で
の
周
知
内

　
　
容
は
。　

　
　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、

　
　

小
中
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
で
援
助
を
希
望

す
る
方
に
学
用
品
、給
食
費

等
の一
部
を
町
が
助
成
す
る

制
度
で
あ
る
。

　
　

　
　
過
去
５
年
間
の
受
給
申

　
　
請
者
数
と
受
給
者
数
は
。

　
　

表
の
と
お
り
。

　
　
民
生
児
童
委
員
の
認
定

　
　
家
庭
調
書
の
必
要
な
根

拠
お
よ
び
理
由
は
。　　

　
　
支
給
要
綱
で
規
定
し
て

　
　
い
る
。民
生
委
員
か
ら

生
活
の
相
談
や
情
報
提
供
を

受
け
る
等
な
じ
み
な
存
在
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
。現
時
点
で
は
必
要
と

考
え
る
が
、提
出
は
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　

　
　
二
市
三
町
を
含
む
宮
黒

　
　
管
内
の
民
生
児
童
委
員

の
認
定
家
庭
調
書
の
有・無

状
況
は
。

　
　

提
出
自
治
体
は
、本
町

　
　
や
大
和
町
、大
郷
町
。必

要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
る

の
は
、塩
釜
市
や
利
府
町
。未

提
出
は
、多
賀
城
市
や
松
島

町
、大
衡
村
。

　
　
４
月
か
ら
仙
南
仙
塩
広

　
　

域
水
道
を
含
め
、上
工

下
水
道
９
事
業
の
運
営
権
が

Ｍ
Ｍ
Ｍ（
み
ず
む
す
び
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
み
や
ぎ
）に
譲
渡・

移
管
さ
れ
た
。民
営
化
さ
れ

た
こ
と
で
県
民
へ
の
情
報
公

開
や
安
全・安
心
な
水
は
守

ら
れ
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

　

９
事
業
の
20
年
間
で
、人

件
費
等
１
８
３
億
円
、動
力

費
48
億
円
、更
新
投
資
３
４

８
億
円
削
減
さ
れ
る
と
あ
る

が
、そ
の
根
拠
や
、年
度
別
事

業
削
減
計
画
は
示
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
町
長　
「
示
さ
れ
な
い
」

　
　
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
小
中
学
校
で
は
、
一
人

　
　
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
整
備
さ
れ
一
年
以
上
た
つ

が
、
い
ま
だ
家
に
持
ち
帰
る

こ
と
は
な
く
、学
校
の
み
で
の

使
用
と
な
っ
て
い
る
。現
在
の

活
用
状
況
は
。

　
　
教
育
長　
学
年
ご
と
活

　
　

用
レ
ベ
ル
に
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、教
職
員
向
け
の

手
引
書
を
I
C
T
教
育
活
動

推
進
委
員
会
が
作
成
し
、学

年
ご
と
に
統
一
的
な
運
用
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
令
和
２
年
６
月
に
各
家

　
　

庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
を
調
査
し
て
以
来
、

調
査
さ
れ
て
い
な
い
。端
末

の
持
ち
帰
り
を
可
能
に
す
る

た
め
に
も
、各
家
庭
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
調

査
は
必
要
だ
。自
宅
で
の
活

用
方
法
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
５
月
の
同
委
員
会
で
話

　
　
題
に
な
っ
た
の
が
、
持

ち
帰
ら
せ
て
一
体
何
を
さ
せ

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
現
段

階
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。今
後
、

無
料
で
使
え
る
学
習
教
材
が

充
実
し
て
く
れ
ば
、自
宅
学

習
で
の
活
用
の
幅
も
広
が
り
、

メ
リ
ッ
ト
や
、必
要
性
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。

　
文
部
科
学
省
の
活
用
方
針

に
合
わ
せ
、持
ち
帰
り
に
よ

る
自
宅
で
の
活
用
を
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、授
業
や
学

校
活
動
で
の
活
用
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
持
ち
帰
り
に
よ
る
自
宅
学

習
は
、そ
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ

ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
、習
熟
度
を

見
極
め
な
が
ら
、順
序
を
踏

ん
で
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
得
策
で
あ
る
。

　
　
２
年
前
に
保
護
者
か
ら
、

　
　
端
末
を
持
ち
帰
り
家
庭

学
習
で
き
る
よ
う
通
信
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
子
供
に
は

ポ
ケ
ッ
ト
W
i‐

F
i
な
ど

を
貸
し
出
し
す
る
た
め
の
十

分
な
予
算
の
確
保
を
お
願
い

す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、令
和
２
年
９
月

会
議
で
も
家
庭
で
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に
関
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
が
、２
年
た
っ
た

今
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。本
年
度

中
に
進
め
る
の
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
な
く
、

実
際
に
学
年
ご
と
に
自
宅
に

持
ち
帰
ら
せ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
で
き
る
か
ど
う
か

各
家
庭
の
環
境
を
調
べ
て
も

ら
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
い
つ
ま
で
に
実
施
す
る

　
　
考
え
な
の
か
。

　
　
い
つ
ま
で
と
答
え
る
こ

　
　

と
は
で
き
な
い
が
、着

実
に
進
め
て
い
く
。

　
　
令
和
３
年
３
月
会
議
で
、

　
　
「
児
童
生
徒
は
自
宅
の

機
器
で
ロ
グ
イ
ン
し
、
自
身

の
I
D
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ

て
ロ
グ
イ
ン
し
、
自
分
の
デ

ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
し
作
業
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。」と

質
問
し
た
際
、財
政
課
長
が 

「
機
器
に
対
し
て
リ
モ
ー
ト

管
理
と
な
る
の
で
、他
の
機

器
で
は
、ク
ラ
ウ
ド
側
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
形
に
な
っ
て
い
る
。今
後
業

者
に
確
認
し
進
め
て
い
く
。」

と
い
う
答
弁
だ
っ
た
が
、
確

認
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
６
年
度
ま
で
の
供

　
　
給
料
金
契
約
が
令
和
５

年
度
ま
で
と
変
更
に
な
っ
た

が
、そ
の
理
由
は
。

　
　
今
年
か
ら
み
や
ぎ
型
管

　
　
理
運
営
方
式
の
導
入
に

伴
う
措
置
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
民
営
化
に
よ
る
事
業
で
、

　
　
15
種
類
の
事
業
計
画
書

が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、す
べ

て
が
公
開
さ
れ
る
の
か
。

　
　
全
体
事
業
計
画
書
や
中

　
　

期
事
業
計
画
書
、年
間

計
画
書
の
３
つ
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。

　
　
水
道
事
業
広
域
連
携
シ

　
　
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基

づ
い
た
、
広
域
化
実
現
ま
で

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
状

況
は
。

　
　
具
体
的
な
策
定
ま
で
は

　
　
至
っ
て
い
な
い
。

　
　

　
　

広
域
連
携
実
施
の
際
、

　
　
議
会
の
議
決
を
要
さ
な

い
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
新
総
合
団
体
設
立
や
水

　
　
道
事
業
廃
止
条
例
等
は

議
会
の
議
決
を
要
す
る
。

　
　
昨
年
の
12
月
会
議
で
も

　
　

質
問
し
た
が
、汐
見
台

６
丁
目
か
ら
汐
見
小
学
校
に

通
じ
る
緑
道
の
樹
木
剪
定
で
、

特
に
汐
見
台
２
丁
目
中
央
公

園
下
の
植
栽
状
況
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

昨
年
は
、3

　
　
丁
目
と
５
丁
目
の
植
栽

剪
定
を
実
施
し
た
。今
年
の

７
月
ご
ろ
に
２
丁
目
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
運
用

　
　
な
の
で
、ロ
グ
イ
ン
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
自
宅
待
機
を
必
要
と
さ

　
　

れ
る
児
童
生
徒
が
、授

業
を
自
宅
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
ラ
イ
ブ
配
信
は
行
っ
て

い
な
い
。ラ
イ
ブ
配
信
を
す

る
考
え
は
。

　
　

検
討
し
て
い
く
。

　
　

塩
釜
市
で
は
、児
童
生

　
　
徒
の
確
か
な
学
力
の
育

成
に
努
め
る
た
め
に
、A
I

型
ド
リ
ル
を
導
入
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、本
町
で
導
入
す

る
考
え
は
。

　
　
で
き
る
だ
け
無
料
の
方

　
　

向
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。有
料
の
も

の
は
、必
要
性
や
有
効
性
を

検
証
し
、学
校
現
場
か
ら
も

要
望
が
あ
り
、推
進
委
員
会

で
話
が
出
れ
ば
も
ち
ろ
ん
導

入
す
る
こ
と
は
、や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
学
校
教
育
支
援
セ
ン
タ

　
　
ー
内
で
の
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
状
況
は
。

　
　

教
育
長　

行
っ
て
い
な

　
　
い
が
、文
部
科
学
省
の

活
用
方
針
に
合
わ
せ
、検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
４
年
３
月
会
議
で

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に

W
i‐

F
i
環
境
が
整
っ
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
が
。

　
　
教
育
総
務
課
長

　
　
現
在
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
ロ
ビ
ー
ま
で
し
か
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。今
後
、ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

改
め
て
検
討
す
る
。

より良い就学援助事業を

二丁目緑道は
　　　　　７月ごろを予定

答 答

問問答

答

答

答

答

答答 問

問

問問問答

答

問 答

問

問

問

答

問問 答答

問

問

問 問答

広
域
化
実
現
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

教育長

自宅での端末活用状況は

自宅には持ち帰らせていない

問

答答

問答

問

答

教育長

教育長
せんてい

町
長

策
定
ま
で
は
至
って
い
な
い

汐見台北区緑道
　　　　樹木の剪定を

民生委員の認定家庭調書
提出は検討していきたい

アニメに出てくる森みたい

自宅や学校教育支援センターでの利用を可能に

歌　川　   渡 佐　藤　直　美
さ　 と　う な　お　みう  た  が  わ わたる

年 度 申 請 数  受 給 数  

H29 106 106 
H30 116 103 
R1 110 103 
R2  95  95 
R3  97  93 

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
小
学
校
の
放
課
後
や
休
日
の
校
庭
活
用
に
つ
い
て
」

⑮ しちがはま議会だより　第152号　令和4年8月1日発行 しちがはま議会だより　第152号　令和4年8月1日発行 ⑭

町の考えを聞く 一 般 質 問



今回
の表
紙

　　NPO宮城県森林インストラクター協会の指導のもと活動する、
ネッツトヨタ仙台の社員とその家族です。
　町は６月に宮城県森林インストラクター協会を中心に、ゴルフ緑化
促進会とネッツトヨタ仙台とで包括協定を結びました。
　５年間で海岸防災林（県事業以外）と表浜公園・菖蒲田海岸の防
災公園を中心に、森林の保全活動が実施されます。　

編
集
後
記

詳しくは議会事務局(℡357-7435)
または、町ウェブサイト
「町民便利帳」をご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

 ☆議会を傍聴してみませんか☆

－次の９月会議は９月１日開会予定です－

　今回は、令和３年度優良少年消防クラブ表彰において総務
大臣賞を受賞した松ケ浜小学校少年消防クラブの活動をご紹
介します。

令和３年度、県内唯一の受賞校！

活動して気付いたことはありますか？

火災予防運動で心掛けていることは？

町や議会に要望はありますか？

日頃どのような活動をされていますか？

　
今
年
の
夏
は
猛
暑
が
予
想

さ
れ
、例
年
に
な
く「
節
電
」

を
意
識
す
る
夏
に
な
り
そ
う

で
す
。編
集
作
業
の
現
在
は

６
月
で
す
が
、異
常
な
暑
さ

が
続
き
、６
月
に
し
て
は
、観

測
史
上
初
と
い
う
気
温
に
な

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で

す
。し
か
し
、こ
こ
数
年「
観

測
史
上
初
」と
い
う
言
葉
を

聞
か
な
い
年
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、環
境
問
題
へ
の
議
論

は
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な

課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
向

け
、今
後
も
読
み
や
す
い
、親

し
ま
れ
る
よ
う
な
編
集
を
心

が
け
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
副
委
員
長　
渡
邉　
　
淳

　
広
報
分
科
会　
佐
藤　
直
美

　
　
　
　
　
　
小
林　
倫
明

　
　
　
　
　
　
仁
田　
秀
和

　
　
　
　
　
　
木
村　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷　
明
美

　
　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
岡
﨑　
正
憲

須藤萌生さん　火事が起こった時にどう行動を取ればいいか、
　　　　　　　 分かりました。

佐藤波輝さん　お・は・し・も・て　を守ることです。
  （押さない・走らない・しゃべらない・戻らない・低学年優先）
髙橋莉子さん　火を使っているときに燃えやすいものを近くに
　　　　　　　置かないようにしています。
須藤萌生さん　大人がいないところで火を使わないようにして
　　　　　　　います。

鈴木汰知さん　台風に備えてガスの固定を呼びかけてほしい
　　　　　　　です。

髙橋莉子さん　避難訓練では実際に火事が起こったことを想像
　　　　　　　しながら取り組んでいます。
鈴木汰知さん　防災マップを作りました。

問１　多賀城・七ヶ浜商工会から発行され
る「割増商品券」の割増率は？

　　① １割増　② ５割増　③ １０割増

問２　４月会議で否決した議案を、５月会
議でもう一度審議したことを、何というで
しょうか？

　　① うなぎ　②おじぎ 　③ 再議

問３　ながすか多目的広場に新たに遊具が
設置されます。その事業費は？

　　① 　 　　３３９万円
　　② 　　３,３９０万円
　　③ ３億３,９００万円

応募方法：

あ  て  先：

締  切  り：

前号の答え：問1　①　問2　②　問3　③
当　選　者：伊藤妃奈さん、星知予子さん
　　　　　　齋藤知英子さん

はがきにクイズの答え、氏名、住所、年
齢、議会へのご意見を書いてお送りく
ださい。（メール可）
正解者の中から抽選で３人の方に図書
券を進呈します。
〒985-8577
七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
Ｅメール gikai@shichigahama.com
令和４年8月19日（金）（当日消印有効）

⑯

たかはし

すずき

すとう

さとうなみ き

め い

たい ち

り こ

おめでとう　総務大臣賞受賞
松ケ浜小学校少年消防クラブ

<３つの中から選んでね>
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